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D i s c o v e r  O s a k i

政
市

ス
ク

ツ
ピ
ト

地域発

自分の住む地域を「おらほ」というと、親しみや愛着を感じませんか。

おらほの地域づくり、おらほの隠れた名所、おらほのおいしい特産

品、おらほの伝統のまつり、おらほのイベント・・・。

そんな、愛してやまない「おらほの地域」を発信します。

お・ら・ほ・の・ま・ち

鳴 子 温 泉 発 古 川 発

11
月
の
主
な
出
来
事

1
日

●

鹿
島
台
商
業
高
等
学
校
創

立
70
周
年
記
念
式
典

2
日

●

大
相
撲
「
宮
城
野
部
屋
」炊

き
出
し

●

第
16
回
松
山
邑
ま
つ
り

●

第
14
回
青
少
年
健
全
育
成

古
川
大
会

3
日

●

大
崎
市
表
彰
式

5
日

●

伊

達

な

商

談

会 

i

n 

O
s
a
k
i 

2
0
1
9

6
日

●

第
12
回
お
お
さ
き
子
ど
も

サ
ミ
ッ
ト
2
0
1
9

7
日

●

第
1
回
令
和
元
年
台
風
19

号
災
害
復
旧
推
進
本
部
会

議

10
日

●

災
害
復
興
支
援 

鹿
島
台
秋

互
市（
～
12
日
）

●

大
崎
市
市
民
文
化
祭
総
合

開
会
式

13
日

●

納
税
表
彰
式

14
日

●

岩
出
山
高
等
学
校
創
立
90

周
年
記
念
式
典

17
日

●

第
3
回
ふ
る
さ
と
宮
城
民

謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

22
日

●

第
3
回
み
や
ぎ
・
大
崎
耕
土

『
さ
さ
王
』決
定
戦
2
0
1
9

●

第
33
回
大
崎
バ
ル
ー
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル（
～
24
日
）

29
日

●

大
崎
市
安
全
・
安
心
ま
ち

づ
く
り
大
会

●

平
和
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表

彰
式

30
日

●

子
育
て
支
援
拠
点
施
設

「
わ
い
わ
い
キ
ッ
ズ
大
崎
」

オ
ー
プ
ン
式
典

2019

味
自
慢
の
各
店
で
『
さ
さ
結
』
を
味
わ
お
う
！

「
新
米
フ
ェ
ア
２
０
１
９
」
を
絶
賛
開
催
中
！

　

11
月
1
日
か
ら
、
世
界
農
業
遺

産
ブ
ラ
ン
ド
認
証
米
『
さ
さ
結
』
の

新
米
が
味
わ
え
る
「
新
米
フ
ェ
ア

２
０
１
９
」
を
、
市
内
の
飲
食
店
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

あ
っ
さ
り
さ
ら
さ
ら
、
冷
め
て

も
お
い
し
く
、
全
国
で
好
評
い
た

だ
い
て
い
る
『
さ
さ
結
』
。
寿
司
、
お

む
す
び
、
酒
、
カ
レ
ー
、
お
し
ゃ
れ

な
ラ
ン
チ
プ
レ
ー
ト
、
ジ
ェ
ラ
ー

ト
な
ど
、
和
食
に
限
ら
ず
、
多
種
多

様
な
各
店
の
自
慢
の
メ
ニ
ュ
ー
で

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
米
フ
ェ
ア
は
、『
さ
さ
結
』
を

広
く
、
身
近
に
味
わ
っ
て
も
ら
お

松 山 発

地域と人のご縁 つながる2つの「宮沢」
　古川地域宮

みやざわ

沢地区と、山形県尾花沢市宮
みやさわ

沢地区

では、漢字表記の地域名が同じという共通点から、

互いの食や文化を通じた交流が続いています。

　11月17日、平成16年から2年に1度行われてい

る「第8回みやざわ みやさわ食流祭」が、古川宮

沢地区公民館で行われました。会場には、山形芋

煮、玉こんにゃく、餅など、2つの宮沢地区自慢の

「食」がところ狭しと並び、おいしい匂いが漂う中

食べ歩く人々でにぎわいました。

　山形県尾花沢市は、「花笠音頭」発生の地として

有名です。古川宮沢地区では、本家 尾花沢市に習

い花笠音頭を練習しています。この日のオープニ

ングでは、2 つの宮沢地区から総勢26人が躍りを

披露し、人と文化の結びつきを深めていました。

狂言の奥深さ 笑いで体感
　11月18日、鳴子小学校で「狂言教室」が開催さ

れ、鳴子・川渡・鬼首小学校の児童が狂言の世界

を楽しみました。

　講師に招いた大
おおくら

蔵彌
や た ろ う

太郎千
せんとら

虎さんは、約700年

前から継承され武士が愛した狂言の背景を、ユー

モアたっぷりに説明。また、「びょうびょう」「ズカ

ズカ」といった、とっぴにも感じられる擬音の発

声や、仕草を大きく見せる舞を披露すると、生徒

は見よう見まねで体験し、大笑いしながらも興味

津々な様子で狂言の世界を体感していました。

　日本の作法や思いやりの心が、狂言に表現さ

れていると大蔵彌太郎千虎さんはいいます。参

加生徒は、狂言の面白み、奥深さを体感すること

で、伝統芸能の大切さを学ぶ機会となりました。

大崎全域の伝統文化が大集合
　11月17日、松山公民館を会場に「第6回大崎伝統芸能フェスティバ

ル」が開催されました。

　市内には、神楽、踊り、太鼓など、地域に脈々と受け継がれてきた伝統

芸能が数多く存在します。この日は、古川・松山・三本木・岩出山・鳴子温

泉地域の8 団体が集まり、華麗な舞や迫力ある音色を響かせていました。

　鳴子温泉地域は、鬼首神楽保存会が「平敦盛・玉織姫の別れ」を披露。

10代の若さで討たれた平敦盛と、その妻 玉織の悲しい運命が表現さ

れ、その見事な演舞に会場が引き込まれていました。

▲

地
域
名
の
ご
縁
を
き
っ
か
け
に
、

花
笠
音
頭
の
輪
が
広
が
り
ま
す

▲

両
手
を
笛
に
見
た
て
、
生
徒
も
狂

言
師
に
な
り
き
り
ま
し
た

　

市
で
は
、
市
が
実
施
す
る
地
方

創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
、
企

業
か
ら
応
援
い
た
だ
く
「
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
」
の
寄
付
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
国
が
認
定

し
た
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

企
業
が
寄
付
を
行
う
と
、
税
額
控

除
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
る
制

度
で
す
。
ま
た
、
企
業
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
、
企
業
と
行
政
の
新
た
な

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
や
、
地

域
資
源
な
ど
を
生
か
し
た
新
事
業

の
展
開
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

11
月
11
日
、
㈱
R
S
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
ズ
（
三
本
木
地
域
）
か
ら
、
本

市
で
第
1
号
と
な
る
「
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
」
を
受
け
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
付
は
、
同
社
の

希
望
に
よ
り
、
市
内
企
業
の
活
性

化
や
、
企
業
ブ
ラ
ン
ド
向
上
に
よ

る
人
材
流
出
防
止
、
人
材
の
確
保

を
目
的
と
し
た
「
大
崎
市
地
域
再

生
計
画
」
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

大
崎
市
地
域
再
生
計
画
で
は
、

市
内
の
企
業
間
連
携
に
お
け
る
新

本
市
で
第
1
号
と
な
る

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た

▲企業版ふるさと納税 目録を手渡すRS テ

クノロジーズ 方
ほう

永義 社長（右から3人目）

▲新米のふっくらとした味わいを楽し
めます（写真は図書館内「cafe きらり」）

▲白いちょうちんが、『ささ結』を提供し
ている店舗の目印です！

う
と
、
昨
年
か
ら
開
始
し
た
取
り

組
み
で
す
。
今
年
は
、
市
内
全
域
で

28
店
舗
（
飲
食
店
17
店
・
寿
司
業
組

合
加
盟
11
店
）
に
参
加
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

期
間
は
12
月
27
日
ま
で
、『
さ
さ

結
』
提
供
の
目
印
は
、
白
い
ち
ょ
う

ち
ん
と
、
の
ぼ
り
で
す
。

　

ま
た
、
参
加
店
の
詳
細
な
ど
を

記
入
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
農

林
振
興
課
や
各
総
合
支
所
、
市
内

の
公
共
施
設
で
配
布
中
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
期
間
に
、
大
崎
耕
土

の
恵
み
た
っ
ぷ
り
の
『
さ
さ
結
』
を

味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

製
品
・
新
技
術
の
開
発
支
援
や
、
市

内
の
高
等
学
校
で
の
企
業
合
同
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
掲
げ

て
い
ま
す
。「
お
お
さ
き
産
業
フ
ェ

ア
」
の
開
催
補
助
や
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
支
援
な
ど

も
、
同
計
画
に
お
い
て
進
め
て
い

る
事
業
の
一
部
で
す
。

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
令

和
2
年
3
月
末
ま
で
受
け
付
け
し
、

各
種
事
業
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
政
策
課
（



2
1
2
9
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▲

夫
で
あ
る
平
敦
盛
を
引
き
留
め
る
、

玉
織
姫
の
切
な
い
歌
声
が
響
き
ま
す


